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Ⅰ 研究主題 

 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

１ 今日的課題から 

  ２１世紀は「知識基盤社会」であると同時に、社会や経済のグローバル化が一層進む時代 

であると言われている。このような知識基盤社会化やグローバル化は、知識や技能だけでな 

く、それらを生み出す人材をめぐる国際競争を加速させる一方で、異なる文化や文明との共 

存や国際協力の必要性を増大させている。このような状況から、確かな学力、豊かな心、健 

やかな体の調和を重視する「生きる力」の育成がますます重要になってきている。 

知識基盤社会化やグローバル化が進む時代に対応できる「生きる力」を育成する上では、 

これまでに経験したことのない様々な問題を解決する力が必要であり、学校教育における 

重要な取組の一つとして外国語教育の充実が挙げられている。 

   以上のことから、小学校段階で外国語に触れたり、体験したりする機会を提供すること 

により、中・高等学校において必要なコミュニケーション能力を育成するための素地を、

中学校における外国語教育との円滑な接続を図ること等を目的として、小学校に外国語活

動が平成２３年度から新設され、各学校においてコミュニケーション能力の素地を育成す

る取組が行われてきた。また、次期学習指導要領の改訂では、小学校第５・６学年から英

語が教科として導入され、外国語活動が第３・４学年から実施されることになった。これ

らの状況をふまえ小学校の段階から、英語に慣れ親しみ、積極的にコミュニケーションを

図ろうとする態度を育成することがますます重要になってきている。 

２ 本校の実態から 

   昨年度、本校は「コミュニケーション能力の素地を身に付けた児童の育成」を研究主題 

として、５・６年生の外国語活動の授業づくりを中心とした研究を進めてきた。この研究

の結果、コミュニケーション能力の育成を意識した授業が展開されるようになり、児童の

英語を用いたコミュニケーションへの関心・意欲が高まってきたところである。 

    昨年度の１学期時点と２学期末時点での意識調査の結果を比較すると、「外国語活動の授 

業が楽しい。」「英語を話したり聞いたりすることがすきだ。」等の項目において、２学期末

の方が「とてもそう思う」「そう思う」と答えた児童が増加した。また、記述欄においても

１学期は「授業の中で行うゲームが楽しい。」という理由が多かったが、「もっとたくさん

英語に慣れ親しみ 積極的にコミュニケーションを図ろうとする児童の育成 
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の人と英語で話してみたい。」「外国の人ともっと話してみたい。」「中学校でもっとたくさ

んの英語を学びたい。」等のコミュニケーション能力の素地の育成につながる意欲面の記述

が増えてきた。これは、コミュニケーション能力の素地とは何かを明確にし、外国語活動

の授業づくりや英語に慣れ親しめる環境づくりを行ってきた成果であると考える。  

しかし、児童のコミュニケーション活動の様子を観察していると、自信をもって会話で

きなかったり、英語特有の発音やリズムを意識して会話できなかったりする児童も見られ

た。これは、英語に慣れ親しむ活動の内容や量の工夫がまだまだ不十分であったと推測さ

れる。また、英語を完璧に話そうとするあまりに英語で話したり聞いたりすることへの苦

手意識を感じたり、外国の方と話す場面で消極的になったりしている児童も見られた。そ

の原因として、英語への慣れ親しみが不十分であることだけでなく、児童がコミュニケー

ションを図ることの楽しさを十分に味わえていなかったことが考えられる。 

今年度から３年間の教育課程特例校の指定を受けたことで、全学年において英語を用い

たコミュニケーション活動「イングリッシュタイム」（以下 ET）を実施することになった。

児童の実態を踏まえ、特例校の指定を生かしながら、今年度の研究主題を「英語に慣れ親

しみ、積極的にコミュニケーションを図ろうとする児童の育成」と設定し、英語活動の指

導体制や授業づくりや環境づくりについての研究を積み重ねていくこととした。 

Ⅲ 研究主題のとらえ方 

   コミュニケーション能力の素地を次のようにとらえ、外国語活動を通して児童に身に付け 

させる。 

 

 

 

 

Ⅳ 研究の仮説 

 

 

 

 

 

 

＜仮説＞英語を用いたコミュニケーション活動において、以下の視点について工夫をすれ

ば、英語に慣れ親しみ、積極的にコミュニケーションを図ろうとする児童が育つであろう。 

視点① 指導体制の充実 

視点② 英語に慣れ親しみ、コミュニケーションを図る楽しさや大切さを実感できる授業 

づくり 

視点③ 英語に慣れ親しめる環境づくり 

「英語に慣れ親しむ」とは 

 英語の音声的特徴を意識して、身近で簡単なことや自分の思い等を英語で聞いたり話した 

りしながら英語の音声や基本的表現にふれること。 

 

り話したりすること。 

「積極的にコミュニケーションを図ろうとする」とは 

 互いを思いやりながら、相手の思い等を聞いて理解しようとしたり、進んで自分の思い等 

を分かりやすく伝えようとしたりすること。 

の思いや 
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Ⅴ 研究の視点及び研究内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 研究の実際 

 １ 視点１「指導体制の充実」について 

 （１）付けたい力や態度の明確化  

    研究主題に掲げる児童を育成するために、特に児童に身に付けさせたい力や態度を以下

のように整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    これらの力や態度が児童に身に付いたかを評価する観点として、「コミュニケーション

への関心・意欲・態度」、「聞くこと・話すこと」、「言語や文化に関する気付き」の３つを

設定して指導と評価を行い、実践を重ねた。各学年の目指す児童の姿については次のよう

に整理した。（※資料①参照） 

＜視点１＞指導体制の充実 

   （１）付けたい力や態度の明確化 

（２）年間指導計画の作成 

（３）英語コーディネーターと ALTを生かした指導体制 

   （４）英語に関する実技研修の実施 

＜視点２＞英語に慣れ親しみ、コミュニケーションを図る楽しさや大切さを実感できる授業づくり 

   （１）コミュニケーションへの興味・関心を高める指導の工夫 

（２）英語を聞いたり話したりして慣れ親しむ活動の充実 

（３）評価の工夫 

＜視点３＞英語に慣れ親しめる環境づくり 

   （１）英語に慣れ親しむ日常活動の実施 

（２）英語に関する掲示の充実 

かかわる態度 active（自分から進んでかかわろうとする態度） 

friendly（相手意識をもった態度 ※アイコンタクト、スマイル等） 

respect（人や文化等を大切にしようとする態度）  

gesture（身振り手振り等を用いて伝えようとする態度） 

reaction（相手の話に反応して、コミュニケーションを円滑に進め

ようとする態度） 

英語を聞く力 listen（英語の音声的特徴を意識しながら、情報を聞き取る力） 

英語を話す力 speak（英語の音声的特徴を意識しながら、情報を伝える力） 
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（２）年間指導計画の作成 

   今年度から全学年で ETを実施するにあたり、年間指導計画を作成した。（※資料②参照） 

  今年度は ETの時数を１・２年が１１時間、３・４年が２２時間、５・６年が５５時間で計 

  画を作成した。 

【資料①】 児童に身に付けさせたい力及び態度と各学年段階における目指す児童像 
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（３）英語コーディネーターと ALTを生かした指導体制 

    今年度、英語教育を推進するために英語コーディネーター（以下 EC）が加配された。ET 

の指導における担任、EC、ALTの役割分担については次の通りである。 

 担 任 E C ALT 

授 

業 

前 
○ET の時間割を確認し、単元
の大まかな構想を考える。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○各学年の ET の時間割を作
成する。 

○ALTの来校日を確認する。 

 
 
 
 
 
○作成した授業の流れをもと
に展開案を作成する。 

 
 
 
○授業で使用する教材、チャ

ンツ、ゲームの準備をする。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○必要に応じて教材等の準備

をする。 

 １・２年は、あいさつ、児童にとっ

て身近な単語、簡単な会話等を中心

に単元を構成した。指導の際は歌、

チャンツ、ゲームを中心に行い、英

語を使うことの楽しさを実感できるよ

うな活動を設定した。 

 ３・４年は、５・６年が使用する教材

「Hi,friends !」や「I CAN DO IT !Junior」

から３・４年の段階でも指導できる表

現を選んで、単元を構成した。また、

１・２年で学習する表現がスパイラル

で指導できる計画を作成した。 

 

 ５・６年は、増加した時数を生かし

て、１単元の指導時数を増やし、英語

に慣れ親しむ時間を十分に確保し

た。また、「I CAN DO IT !Junior」を活

用しながら児童の興味・関心に応じた

特設単元も設定した。 

○事前打ち合わせを行い、単元の指導計画や１時間の授業の

流れを作成する。 

 

○展開案をもとに 1時間の授業の打ち合わせをする。 

 

 

 

 

 

【資料②】 年間指導計画の一部 
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 担 任 E C ALT 

授 

業 

中 

○授業の進行をする。 
 
○児童と一緒に英語の発音や
チャンツ等をして、学び手
のモデルとなる。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
○ふり返りの活動の際は、児
童の記述を確認したり、発

言させたりしながら児童の
よさやがんばりを認める。 

 
 
○チャンツ、ゲーム、コミュ
ニケーション活動の進行を
する。 

 
 
 

 
 

 
 
○チャンツやゲーム等を通し
て英語の発音を児童にたく
さん聞かせる。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
○児童と一緒に活動する。 
 

授 

業 

後 

  

○単元の指導計画や展開案の
データを修正し、蓄積する。 

○教材の保管をする。 

 

    ALT不在時の指導の際は、ECが上記の ALTの役割を兼務した。 また、ECは授業時の指 

導以外でも、後述する「朝のミニイングリッシュタイム」や英語の校内放送の運営、英語 

に関する掲示物の作成を推進した。 

（４）英語に関する実技研修の実施 

教師の指導力向上のため、校内研修の中で教師が英語に慣れ親しむ時間を設定した。授

業中に担任があいさつ、褒め言葉、簡単な指示を英語で言えるように「嘉島西小 Classroom 

English」を作成し配付した。（※資料③参照）そして、その英語の言葉を研修の始めに全

員で練習する時間を設定した。 

研究授業の事前研究会は、毎回模擬授業形式で行った。模擬授業では、児童が単元で行

うチャンツ、ゲーム、コミュニケーション活動を体験する機会を設定した。（※資料④参照）

実際に体験することで、教師が英語の表現を学ぶだけでなく、多様な視点から授業改善の

○英語の発音のモデルになる。 

○コミュニケーション活動の会話のモデルになる。 

○児童の様子を観察しながら、児童を認めたり褒めたりする声かけを積極的に行う。 

 また、必要に応じて児童への支援を行う。 

○児童の様子を観察しながら、評価をする。 

○ふり返り活動の際は、児童の英語の発音や会話、コミュ   

ニケーションの態度についてのよさやがんばりを褒める。 

○評価の結果をもとに、指導の反省を行う。 
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意見が出せるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 視点２「英語に慣れ親しみ、コミュニケーションを図る楽しさや大切さを実感できる授業

づくり」について 

（１）コミュニケーションへの興味・関心を高める指導の工夫 

  ① 単元のゴールとなるコミュニケーション活動の設定 

    ３年以上の学年の ETでは、児童が目的意識や必然性をもって学習に取り組めるように、

単元のゴールとなるコミュニケーション活動を設定した。 

単元の第１時でゴールとなる活動を児童と話し合って決定したり、教師が活動のモデ

ルを見せたりすることで、児童が単元で目指す姿をイメージできるようにした。 

  ② 「Good Communication」の活用  

    コミュニケーション活動を行う際は、よりよいコ 

ミュニケーションを行う際の５つのポイントをまと 

めた「Good communication」（※資料⑤参照）を提 

示した。 

  単元の内容や児童の実態に応じて、５つのポイン 

トから重点的に指導したいポイントをいくつか選び、 

コミュニケ―ション活動の際に意識させた。また、 

５つのポイントは「コミュニケーションへの関心・ 

意欲・態度」の評価基準を設定する際にも活用した。 

（２）英語を聞いたり話したりして慣れ親しむ活動の充実 

  ① チャンツの工夫 

    児童が英語の表現や音声的特徴に慣れ親しむために、チャンツを行った。チャンツは

キーボードの電子音を活用して作成した。チャンツを作成する際は次の点に留意した。 

【資料③】 嘉島西小Classroom Englishの一部 【資料④】 模擬授業形式の事前研究会の様子 

【資料⑤】 「Good Communication」の掲示 
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また、チャンツをする際は、「表現を覚えること」、「リズムを意識すること」、「情報語句

を意識して言うこと」など目的意識をもって行うようにした。 

② ゲームの工夫 

     児童が表現に慣れ親しむために、授業でゲームを多く取り入れた。ゲームをする際は、

ゲームの特性を明らかにして、本時の目標に合うものを児童の実態等に応じて選定した。 

  （※ゲームの具体例については、「４ 授業実践１」「５ 授業実践２」の「（４）研究の視

点」参照） 

③ リハーサルタイムの設定 

コミュニケーション活動を行う前には、その活動で使用する表現を再度確認したり練習 

したりするリハーサルタイムを設定した。リハーサルタイムでは「全体→１人→ペア→全

体→１人」など、学習形態を工夫しながら練習を行って、児童が１人で自信をもって英語

を話せるようにした。 

（３）評価の工夫 

① 積極的な声かけによる評価 

授業中に英語の音声的特徴を意識して会話をしようとするなど望ましい学びの姿が見

られる児童に、積極的に「Good job!」「Nice Gesture!」などの褒め言葉を使って評価す

るようにした。 

② 振り返りカードによる評価 

教師が児童の学習の状況等を把握する 

ために振り返りカードの記述をもとに評 

価を行った。振り返りカードは、各学年 

の児童の実態や単元の内容に応じて、自 

己評価の項目を検討しながら作成した。 

（※資料⑥参照） 

② パフォーマンステストの実施 

５・６学年で「聞くこと・話すこと」を評価する方法としてパフォーマンステストを

実施した。テストでは、児童に単元で指導した表現で ECや ALTと会話をさせて、担任が

〇 できるだけ英語のリズムを崩さずに、音声的特徴が意識できるチャンツにすること。 

〇 情報語句を強調して発音できるチャンツにすること。 

（例）What’s color do you like?  / I like red. ※ 下線が引いてある語句が情報語句。 

【資料⑥】 ５年生使用した振り返りカードの一部 
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その様子を観察した。担任は、１人１人の児童に単元で指導した英語の表現を聞き取っ

たり話したりする力が身に付いたかを確認した。そして ECと評価結果を確認して、次の

単元の指導計画や１単位時間の授業づくりに生かすようにした。 

３ 研究の視点３「英語に慣れ親しめる環境づくり」 

（１）英語に慣れ親しむ日常活動の実施 

  ① 「朝のミニイングリッシュタイム（MET）」の実施 

    全校児童の英語に親しむ機会を増やすために、校 

内放送を使って、毎週水曜日の朝に「朝のミニイン 

グリッシュタイム」（以下 MET）を実施した。METは、 

ECまたは ALTの英語のあいさつで始まり、その後全 

校一斉に「バナナチャンツ」等を行う流れで実施し 

た。（※資料⑦参照） 

  ② 英語の歌の放送 

    児童が日常的に英語を聞けるように、毎週月、水、金曜日の朝に英語の歌を放送した。

放送する歌は、授業で歌ったものや親しみやすいメロディのものを選定した。 

③ スタンプカードの取組 

    ALTの発案で、児童が授業以外でも学習した表現 

を使って ALTと会話できる取組を実施した。 

    児童にスタンプカードを渡し、授業以外で ALTと 

会話をしたらスタンプをもらえるようにして、児童 

が積極的に ALTと会話できるような環境づくりをし 

た。（※資料⑧参照） 

  ④ 「Good Communication」と関連した学習目標の設定 

    本校では、各月ごとに学習目標を設定して学習訓 

練の徹底を図っている。 

    ２学期の学習目標は、先述した「Good Communi 

cation」と関連させた学習目標を設定した。（※資料 

⑨参照）「Good Communication」は、ETの時間だけ 

でなく、他教科等や日常生活でも生かせるものであ 

ることを教師も児童も意識できるようにした。 

【資料⑦】 朝のミニイングリッシュタイムの様子 

【資料⑧】 リリー先生と児童の会話の様子 

【資料⑨】 掲示した学習目標 

 C：What’s sport 

 do you like? 

 ALT：I like badminton! 

 C：cream puff ! 

 放送：シュークリームじゃなくて cream puff ! 
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（２）英語に関する掲示の充実 

   ET で学習した英語や外国の文化に日常的に親しむことができるように掲示を充実させた。

（※資料⑩⑪参照） 

 

 

 

 

 

 

 

４ 授業実践１ 

（１）単元名 第５学年 Lesson ３「I like chocolate. ～好きなものを伝え合おう～」 

（２）単元の目標 

 

 

 

（３）単元の指導計画 

時 目標・活動（・） 

評価 

コ 
聞

話 
気 評価規準 評価方法 

１  単元のゴールを知る。 
 果物やお菓子の英語の表現を知る。 
・【chant】バナナじゃなくて bananaチャンツ 
・【game】キーワードゲーム ・【game】陣取りゲーム 

  ○ 

 果物やお菓子の
日本語と英語の音
の違いを理解して
いる。 

行動観察 
ふり返りシート 

２  好きなものや嫌いなものを伝える表現に慣れ親しむ。 
・【chant】バナナじゃなくて bananaチャンツ 
・「I like ～./I don’t like～.」の表現を知る。 
・【chant】I like icecream チャンツ 
・【game】I likeかるたゲーム 

 ○  

 好きなものや嫌
いなものを伝えて
いる。 

行動観察 
ふり返りシート 

３ 
 

 好きなものや嫌いなものを尋ねる表現に慣れ親しむ。 
・【chant】バナナじゃなくて bananaチャンツ 
・【chant】I like icecream チャンツ 
・「Do you like～？ Yes,I do./No,I don’t.」の表現
を知る。 

・【chant】Do you like chocolate？チャンツ 
・【Activity】ペアで好きなものや嫌いなものについて 

尋ね合う。 

 ○  

 好きなものや嫌
いなものを尋ねて
いる。 

行動観察 
ふり返りシート 

○ 好きなものや嫌いなものを積極的に尋ねたり伝えたりする。 

○ 好きなものや嫌いなものを尋ねたり伝えたりする表現に慣れ親しむ。 

○ 日本語と英語の音の違いを理解する。 

 

単元のゴール 「５年１組の人気のおやつランキングを作ろう」 

【資料⑩】 授業で使用したピクチャーカードを掲示した階段 【資料⑪】世界の行事を紹介する掲示物（写真左側）と曜日、 
日付、天気を英語で示した掲示板（写真右側） 

 授業やMETで取り組んだバナナ 
チャンツのカードを掲示した。この 
他にも、各月、スポーツ、気持ちを 
の単語のカードを階段に掲示した。 

 世界の春のお祭りについて 
紹介する掲示物を作成し、校内 
各所に掲示した。 


